
日本モンゴル学会会則

第1章 総 則
第 1条 本会を日本モンゴル学会と称する。
第 2条 本会はモンゴル研究の興隆と普及を図り、あわせて会員相互の親睦に資することを目的と

する。
第 3条 前条の目的達成のため、本会は次の事業を行う。
1．海外の学術諸機関との学術協力及び交流
2．定期刊行物及びその他出版物の刊行
3．研究会その他会合の開催
4．その他、目的達成のための事業

第 2章 会 員
第 4条 本会の趣旨に賛同し、入会の申込みを行った者を会員とする。但し理事会の承認を必要と

する。会員の会費は別に定める。
第 5条 本会の会員を次の 3種類とする。
1．通常会員
2．名誉会員
3．賛助会員
第 6条 会費 1年分を前納せる者を以て通常会員とし、会費は別に定める。
第 7条 名誉会員及び賛助会員は、理事会がこれを推挙する。
第 8条 会員は定期刊行物の配付を受け、その他、本会の事業に参加することができる。
第 9条 本会から退会する場合には、その旨本会に申し出るものとする。
第10条 次に掲げる各号に該当する時は、理事会は、その会員を本会から除名することができる。

但し、総会での追認を必要とする。
1．会費を滞納した場合
2．理事会が会員なることを不適と認めた場合

第 3章 役 員
第11条 本会に次の役員を置き、役員は総会に於いて選出する。任期は 2年とする。
1．会 長 1名
2．副会長 3名
3．理 事 25名程度
4．監 事 2名

― 151 ―

日本モンゴル学会紀要（Bulletin of JAMS）第 46 号（2016）



第 4章 会 議
第12条 総会並びに理事会は会長がこれを召集する。
第13条 総会は少なくとも年 1回開催する。また過半数の会員から希望のある場合には、臨時総会

を開催する。
第14条 総会及び理事会はそれぞれ会員及び理事の過半数の出席を以て成立する。
第15条 総会及び理事会の議決はそれぞれ出席者の過半数を以てこれを決定する。

第 5章 会 計
第16条 本会の経費は、会費及び寄付金、その他の収入を以ってこれにあてる。

(付則) 1．この会則の変更は総会の議決を必要とする。
2．初回の役員は発起人会に於いて、これを選出する。
3．本会則は〔1971年〕 1月23日より施行される。
4．1994年 5 月21日、春季総会で第 3章の一部を変更した。
5．2002年 5 月18日、春季総会で一部(事務局設置場所規定を削除、理事定数の変更)改訂を
した。
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投 稿 規 定

(投 稿)
1．投稿者は、原則として日本モンゴル学会会員に限る。
2．原稿は、未発表のものに限る。口頭発表は、この限りではない。
3．投稿の締め切りは、毎年 9月30日とする。
4．投稿は、「完全原稿(A4 版、印字プリント 3 部)」と「完全原稿を保存したフロッピーディス
クなどの電子媒体」で受付ける。

5．投稿者は、表紙に、『日本モンゴル学会紀要投稿原稿』と記し、掲載区分(「論文」、「研究ノー
ト」、「資料紹介」、「書評」、「翻訳」、「報告」、「その他」)の希望、氏名、所属(機関名・職位ま
たは学科名・課程名・学年)、連絡先(住所・機関所在地など郵便物を受領できる場所、郵便番
号、電話番号、ファックス番号、メールアドレスなど)を記すこと。

6．原則として「論文」等の連続号への掲載は認めない。ただし、「書評」「新刊紹介」「彙報」に
ついてはこの限りではない。また編集委員会が「分載」を決定したものもこの限りではない。

7．投稿は、事務局長宛とし、電子メールによる投稿の受付アドレスは別に定める＊。

(採否及び掲載)
8．投稿原稿の採否は、専門研究者 2名の審査を経て、編集委員会において決定し、投稿者に通知
する。

9．採用原稿を第 5条記載のいずれの掲載区分で掲載するかは、編集委員会において決定する。
10．採用原稿多数の場合、掲載を次号へ順延する場合がある。
11．採否に関わらず、原則としてフロッピーディスクなど投稿原稿は返却しない。

(執筆要領)
12．執筆要領は以下とする。
1) 使用言語は、日本語、モンゴル語、英語のいずれかとする。
2) 原稿は、横書きとし、 1頁目に「表題、執筆者名、所属」を書き、次に外国語の「表題、執
筆者名、所属」を記す。次に、「目次」を記す。

3) 要旨について、モンゴル語原稿では、「日本語または英語の要旨(本文 1 頁以内)」をつける
こと。日本語、英語原稿では、要旨の添付は自由とするが、添付する場合は、本文言語と異
なる言語で記述すること。

4) 原稿は、16,000字(日本語全角)以内とする。編集委員会は、短縮、分載を求めることがある。
5) 原稿は、「 1頁37行、 1行44文字」の書式で、印字し、また電子媒体に保存すること。
6) 図表の貼り付け場所のレイアウトは、印字プリントにその場所を朱書して明示すること。
7) 本文中の註記の箇所は、字末に「(1)(2)……」のように、通し番号を挿入し、註は本文末に
一括して記すこと。

8)「参考文献」一覧は、本文末に「著者名」のアルファベット順、または五十音順に配列する。
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個々の文献の「著者名、論文名(書名)、出版社、発行年(出版年)など」の書式については、
特に定めないが、既刊号を参考として統一がとれた形式で記述するものとする。
編集委員会において、表記の統一をはかるために文献の記載に修正を加えることがある。

9) 原稿を保存したフロッピーディスクなどの電子媒体の表面には、氏名、使用したワープロソ
フト名を記載すること。

(校 正)
13．著者校正は、原則として初校のみとし、校正は誤字訂正にとどめ、原文の増減は認めない。再
校以後は原則として編集委員会の責任とする。

(抜 刷)
14．抜刷作成費用は自己負担とする。

(著作物の複製権・公衆送信権に関する覚書の送付)
15．掲載に当たって、次頁に示す「著作物の複製権・公衆送信権に関する覚書」を必要とする。掲
載が確定した時点で、本覚書を複写し、必要事項を記入した上で、編集委員会に送付すること。
なお、本覚書は、「事務局からのお知らせ」6．にウェブアドレスを掲載している本学会ホーム
ページから文面を入手して利用することもできる。

＊投稿受付の電子メールアドレスが必要な場合は、ファックスにてモンゴル学会事務局まで問い合
わせられたい。
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著作物の複製権・公衆送信権に関する覚書

日本モンゴル学会会長殿

『日本モンゴル学会紀要』第 号に掲載される下記の著作物の複製権と公衆送信権の行使を、
日本モンゴル学会会長に委託する件につき、著作権者として

同意します 同意しません

(どちらかを○で囲んで下さい)

20 年 月 日

氏 名： (記名・捺印 もしくは署名)

原稿題目：
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日本モンゴル学会役員 (五十音順、敬称略)
(2015年度)

会 長 橋本 勝(大阪外国語大学名誉教授)
副 会 長 天谷孝夫(岐阜大学名誉教授)

栗林 均(東北大学)
二木博史(東京外国語大学)

名誉会長 小沢重男(東京外国語大学名誉教授)

理 事 赤江剛夫(岡山大学) 井上 治(島根県立大学)
宇野伸浩(広島修道大学) 岡 洋樹(東北大学)
岡田和行(東京外国語大学) 角道正佳(大阪大学名誉教授)
北村 高(龍谷大学) 窪田新一(大正大学)
小長谷有紀(人間文化研究機構) 斎藤純男(東京学芸大学)
白石典之(新潟大学) 堤 一昭(大阪大学)
中嶋善輝(大阪大学) 中見立夫(東京外国語大学AA研)
萩原 守(神戸大学) 樋口康一(愛媛大学)
藤井真湖(愛知淑徳大学) フフバートル(昭和女子大学)
松川 節(大谷大学) 松田孝一(大阪国際大学名誉教授)
宮本 拓(くらしき作陽大学) 森川哲雄(九州大学名誉教授)
楊 海英(大野 旭)(静岡大学)

監 事 金岡秀郎(国際教養大学) 広川佐保(新潟大学)

名誉会員 若松 寛(京都府立大学名誉教授)
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JAPANESE ASSOCIATION FOR MONGOLIAN STUDIES
BOARD OF DIRECTORS(2015)

President：HASHIMOTO Masaru(Emeritus Professor, Osaka University of Foreign Studies)
Vice-Presidents：AMAYA Takao(Emeritus Professor, Gifu University)

KURIBAYASHI Hitoshi(Tohoku University)
FUTAKI Hiroshi(Tokyo University of Foreign Studies)

Honorary President：OZAWA Shigeo(Emeritus Professor, Tokyo University of Foreign Studies)

Directors：AKAE Takeo(Okayama University)
INOUE Osamu(The University of Shimane)
UNO Nobuhiro(Hiroshima Shudo University)
OKA Hiroki(Tohoku University)
OKADA Kazuyuki(Tokyo University of Foreign Studies)
KAKUDO Masayoshi(Emeritus Professor, Osaka University)
KITAMURA Takashi(Ryukoku University)
KUBOTA Shin’ichi(Taisho University)
KONAGAYA Yuki(National Institutes for the Humanities)
SAITO Yoshio(Tokyo Gakugei University)
SHIRAISHI Noriyuki(Niigata University)
TSUTSUMI Kazuyuki(Osaka University)
NAKASHIMA Yoshiteru(Osaka University)
NAKAMI Tatsuo(Tokyo University of Foreign Studies)
HAGIHARA Mamoru(Kobe University)
HIGUCHI Koichi(Ehime University)
FUJII Mako(Aichi Shukutoku University)
HUHBATOR(Showa Women’s University)
MATSUKAWA Takashi(Otani University)
MATSUDA Koichi(Emeritus Professor, Osaka International University)
MIYAMOTO Taku(Kurashiki Sakuyo University)
MORIKAWA Tetsuo(Emeritus Professor, Kyushu Univerrsity)
YANG Haiying(OHNO Akira)(Shizuoka University)

Auditors：KANAOKA Hidero(Akita International University)
HIROKAWA Saho(Niigata University)

Honorary Members：WAKAMATSU Hiroshi(Emeritus Professor, Kyoto Prefectural University)
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事務局からのお知らせ

1．平成28(2016)年度大会予定
春季大会 平成28年 5 月21日(土)午後 1時 東北大学
秋季大会 平成28年11月19日(土)午後 1時 大谷大学

2．投稿者へのお願い

投稿前に「投稿規定」(本誌153～154ページ)を熟読してください。特に、文字制限(16,000字以
内)、「注、参考文献」の表記形式について、本誌掲載論文などを参考にしてご執筆いただきますよ
うお願いします。投稿規定に準拠していない投稿は、受け付けられないこともありますのでご留意
ください。

3．入会・会費

・本会の年会費は、通常会員4,000円です。ただし，学部学生の会員は2,500円です。納入の程よ
ろしくお願いいたします。
・本会への入会方法について
①事務局072‒730‒5261まで FAXもしくは文書(e-mailを含む)で入会の意志を伝える。
②事務局より入会申込書と年度会費振替用紙を送付する。
③入会申込書を事務局に返送し、年度会費を郵便振替で送金する。
以上の方法で随時入会を受け付けています。また、毎年開催される春季大会(関東)、秋季大会
(関西)時に、大会会場受付においても入会手続ができます。入会資格は特にありません。
・会員各位のご住所、ご所属などの変更がありましたら、連絡をお願いします。また、本学会の
活動について、協力いただける方々へご周知方お願いいたします。

4．会員の業績紹介

「会員の業績紹介」欄には、その前年の 1 月 1 日から12月31日までの一年間に出版された会員の
業績のうちの単行本のみを掲載します。掲載を希望される方は、著者御本人がその年の12月31日ま
でに、連絡先、書誌データ等を事務局まで御連絡下さい。

5．バックナンバー入手方法

既刊号の入手を希望される方は、下記へご連絡ください。
㈱朋友書店 606‒8311京都市左京区吉田神楽岡町 8 Tel 075‒761‒1285

6．日本モンゴル学会ホームページの開設

2012年12月に本学会のホームページが開設されました。アドレスは、「http://www.ja-ms.org/」
です。次年度研究大会のお知らせ、事務局からのお知らせをはじめ、各種の情報を載せていく予定
です。どうぞご参照下さい。

(事務局長：中嶋善輝)
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編 集 後 記

紀要46号をお届けいたします。論文 2本、研究ノート 2本、書評 1本の構成です。彙報では、国
際捜索救助へのモンゴルの貢献、日本隊の考古学発掘調査に関わる記事の 2本および追悼文 1本、
国際学会ニュース13本を掲載いたしました。春季・秋季大会の発表・講演要旨なども含め、現在の
モンゴル学の趨勢を示していると存じます。執筆者、査読者の皆さまにはあらためて御礼申し上げ
ます。
前号で編集体制の異動の可能性に言及いたしましたが、今号は冒頭に記した委員が引き続き担当
いたしました。秋季大会の理事会記事(140ページ)に記すように、次号より事務局が東京外国語大
学へ移動する方向です。詳しくは学会のホームページなどで、いずれお知らせできるかと存じます。
会員の皆さまには、ひきつづきご投稿のほどお願い申し上げます。

(編集委員長：堤 一昭)
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